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施設概要 
  

～ まちづくりと連携した合同庁舎整備 ～ 

変わりつつある熊本駅周辺 

Vol.１<H26.10.11> 

■施設概要 
住所     熊本市西区春日2丁目10番1号 
敷地面積  24,141.21㎡ 
□A 棟 
建築面積   2,206.36㎡ 
延べ面積  26,348.70㎡ 
階数     地上12階、地下1階 
構造     鉄骨造 
        (一部鉄骨鉄筋コンクリート造) 
□B 棟 （ＰＦＩ事業） 
建築面積   2,965.60㎡ 
延べ面積   24,389.07㎡ 
階数               地上9階、地下2階 
構造               鉄骨造 
                       (一部鉄骨鉄筋コンクリート造) 

■工期 
□A 棟      平成20年2月～平成22年11月 
□B 棟      平成24年10月～平成26年 9月 

平成12年頃の熊本駅周辺 

 平成１２年頃には工場地帯であっ
た熊本駅周辺は、平成２３年３月の
九州新幹線開業と共に熊本駅周辺の
再開発により、大きく生まれ変わり
ました。 
 合同庁舎整備に併せて、県道・市
道の拡幅や路面電車の整備等も実施
され、熊本地方合同庁舎も整備が進
む熊本駅周辺地区への都市機能の集
積への貢献を目的の一つとしており、
市民の声を活かした施設整備を行っ
ています。 
 今後も在来線の高架事業等が進め
られます。 

外観写真（夜景） 

■熊本地方合同庁舎の整備 

■入居官署 
□A 棟  
        ・九州総合通信局 
         ・九州財務局 
         ・熊本労働局 
       ・九州農政局 
             ・九州地方整備局 熊本営繕事務所 
         ・熊本地方気象台 
 
□B 棟      
              ・熊本行政評価事務所 
      ・長崎税関八代税関支署熊本出張所 
         (長崎税関本関の一部を含む) 
     ・熊本国税局 
     ・熊本西税務署 
     ・熊本国税不服審判所 
     ・九州地方環境事務所 
     ・自衛隊熊本地方協力本部 

ＰＦＩ（Private Finance Initiative）とは 

設計・建設から維持管理・運営までを長期一括発注することにより、民間の最新技術、 
経営ノウハウ、リスク管理能力等を最大限活用して、公共サービスの質の向上を図る
手法 

熊本駅 

熊本合同Ａ棟 

熊本合同Ｂ棟 

平成26年１０月の熊本駅周辺 

官庁営繕部の施策に基づく施設整備  
■PFIによる施設整備  
 熊本地方合同庁舎では、事業者からの提案を積極的に取り入れるために、PFIに
よる施設整備を行っています。この提案の１つとして、ディスカウントショップ
を敷地内に設けており、より一層のにぎわいに寄与できると考えています。 

■防災拠点としての合同庁舎 

 高い耐震性を有するなど信頼性・安全性の高い庁舎とすることにより、大規模な
地震が発生した際も防災拠点としての機能を発揮することにより、市民の安心・安
全を支えます。 

熊本駅 

工場 

ディスカウントショップ 



市民の声を反映した熊本地方合同庁舎 

■地元と連携した合同庁舎計画 

■この地域の記憶のために･･･ 

■地域に開かれた親しみのある庁舎 
 されていない渓流の危険度調査や被災状況調査を実施 

搭載カメラ 

マルチコプター 

Ａ棟エントランスホール 

ホール吹き抜けを見上げたところ(B棟)
「鎧張り」と「狭間」（開口部） 

肥後六花のレリーフ（Ａ棟） 

肥後椿 
肥後菊 
肥後朝顔 
肥後芍薬 
肥後花菖蒲 
肥後山茶花 

B棟多目的トイレ モックアップによる検証 

整備前の熊本駅前にあった 
クスノキ 

レンガの壁と石のベンチ レンガを再使用した駐輪場の壁 

レンガを埋め込んだ 
ベンチの座面 

 敷地外周にはフェンスを設けずに気軽に立ち寄りや
すいつくりとしており、１階の玄関は市電の電車側と
駐車場側の二箇所に設けました。 
 １階に設けられた食堂と売店は、誰でも利用すること
ができます。 

■熊本らしさの表現 
 森の都・熊本らしい合同庁舎として親しまれるような
工夫をとりいれました。 
 Ａ棟では、熊本石で作成した熊本（肥後）の代表的な
花「肥後六花」のレリーフを１階共用会議室前の廊下に
設置しています。 
  

 合同庁舎を建設するにあたり、地域の皆様から「土地の記憶をのこしてほし
い」との声がよせられました。 
 この地は、明治以来ながく工場地として熊本の近代化を見つめてきた場所であ
ることから、工場の建物に使われていたレンガを再利用しています。 

交流広場のレンガ舗装 

 熊本地方合同庁舎は、「新熊本合同庁舎及び周辺地区整備協議会」を
設置し、地元商店街や地元企業の代表も参加頂くことにより、周辺住民
の意見を反映させた施設整備を行っています。協議会の中では、「土地
の記憶をのこしたい」、「地域に開かれた庁舎にしてほしい」、「熊本
らしいデザインが重要」との声がよせられました。 

■全ての人に優しいユニバーサルデザイン 
 誰もが使いやすい合同庁舎となるよう、ユニバーサルデザインの考えに
基づいた設計としています。このため、基本設計段階から各福祉団体から
使い勝手や要望などをヒアリングし、モックアップによる検証をおこなう
ことにより、全ての人に優しい施設整備を行いました。 
 

「熊本城の長塀」をイメージした外観（B棟） 

 Ｂ棟は外観を熊本
城の長塀をイメージ
し、エントランス
ホールの吹き抜け部
分の内壁は、「鎧張
り」と「狭間」（さ
ま）をイメージした
デザインとしていま
す。 
 狭間 
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